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ウィリアム・ブレイク研究
─二つの詩集から─
 文１１－４９７ 中　野　里　香
序論
ウィリアム・ブレイク（William Blake 1757-1827）は詩人かつ絵師、そして宗教家であり、1757
年にロンドンで、靴下職人の子として生まれた。洗礼はセント・ジェイムズ教会で受けており、
幼いころのブレイクは、母によって読み書きを学んだ。のちに、銅板画の修行を積んだウィリア
ム・ブレイクは画家であると同時に、前ロマン派の詩人である。彼が執筆した本には、詩と同時
に銅版画が施されている。
彼の有名な詩集に『無垢の歌』と『経験の歌』からなる『無垢と経験の歌』と『天国と地獄の
結婚』がある。『無垢と経験の歌』は、副題として「人間の魂の二つの相反する状況を示す」
(‘Shewing the Two Contrary States of the Human Soul’)と記され、それぞれで全く違う世界が描か
れている。一方、『天国と地獄の結婚』では天国と地獄という一見正反対のものが結婚するという
興味深いものになっている。ここで、相反するものが＜結婚＞するということはブレイクにとっ
てどのような意味をもつのであろうか。また、『無垢の歌』と『経験の歌』と『天国と地獄の結婚』
はそれぞれ『無垢の歌』と『経験の歌』、「天国」と「地獄」という対立する世界から成り立って
いるように見受けられるが、これら二つの詩集に関連性はあるのであろうか。あるとすれば、ブ
レイクは二つの詩集を通して我々に何を伝えたかったのであろうか。
これらの疑問を解明するべく、本論文では第 1章で『無垢の歌』と『経験の歌』からそれぞれ４
つの比較すべき作品をとりあげる。そして、それらをペアとして比較し、時代背景もかんがみな
がら、これらの詩集が示す対立する世界及び＜結婚＞を探っていく。第２章では散文である『天
国と地獄の結婚』を日本語訳を用いつつ読み直し、ブレイクにとって＜結婚＞はどのような意味
で用いられたのか考える。第 3章では第 1章・第 2章を踏まえて、『無垢の歌』と『経験の歌』と
『天国と地獄の結婚』に関連性はあるか、また、ブレイクがこれらの作品を通して何を伝えたかっ
たのか考察していく。
第 1章『無垢の歌』と『経験の歌』について
1.1　文学的位置づけ
『無垢の歌』は 1789年に執筆され、1794年に『経験の歌』が入った合本として『無垢と経験の
歌』が出版された。ここでは、『無垢の歌』と『経験の歌』のそれぞれが詩としてどのような性質
や目立った特徴をもっているのか先行研究を用いながら考えていきたい。
まず、『無垢の歌』についてである。1789年に書かれたこの詩集に使われている題材は後で考察
するように小さいものや弱いものであり、それらは全て「神」と関係している。梅津 (1980)は次
のように述べている。
『無垢の歌』で扱われております素材は、子羊、子供、小鳥、赤ん坊、蟻、黒ん坊の子供、煙
突掃除の少年、貧民学校の子供たち、といったものでありますが、こういう素材に共通して
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いるのは、それらがすべて弱いもの小さいものであるという点であります。…こういう弱い
小さいものが、すべて神の愛に抱かれているということが歌われている、直接詩句に愛の神
が出て来ない歌の場合でも、その挿画にその要素が出て来ている、乃至はその詩がそこに既
に神の愛が注がれているという雰囲気を濃厚に持っている、そういうのが『無垢の歌』であ
ります。つまり、この集の主題は神の愛ということであるといってよろしいのであります。
(梅津 1980:106-7)
また、『無垢の歌』は歓喜の世界を表現しており、明るく、生命力にあふれ素朴かつ軽やかなもの
である。その理由として、梅津 (1980)は次のように述べている。
『無垢の歌』と『経験の歌』とはブレイク最高の傑作なのでありますが、それが何れも、
ブレイクの元気盛りの頃に書かれているという、そのことに関して一寸触れておきたいと考
えます。文学は、生命の力と、それを阻む力との葛藤において生まれるものである、と私は
考えます。…作者が自ら、あふれる生命の力を持っているのでなければ、その生命の力を阻
むものを強く感じることもなく、また、阻むものに対して強く反発することもない…ブレイ
クが神の愛にすがらざるを得なかった程己の弱さを感じた時も、尚且つ、ブレイクは当時若
かったのでありまして、そのことが、『無垢の歌』を力弱い、暗い、あきらめの歌とはせず
に、おおらかな、明かるい、法悦の歌にしたのである、そのように私は考えているのであり
ます。 (梅津 1980:112-3)
このように、『無垢の歌』は生命にあふれ、力強く愛にあふれるものになっていることがわかる。
また、ブレイクは序章 (introduction)の第 3連 4行目で ‘Every Child may joy to hear.’と記している
ことから、『無垢の歌』は子供のために書かれた詩集であることがわかる。
一方で、『経験の歌』は文学的にどのような位置付けになっているのであろうか。『経験の歌』
は、『無垢の歌』とは対極的で、人間の堕落する姿、絶望、悲しみの世界が描かれている。どちら
にも収録されている「煙突掃除の少年」(‘The Chimney Sweeper’)のように、タイトルが同じで
あっても、中身は全く逆である場合もある。しかし、それらに共通するものはやはり神と関係す
る生命である。梅津 (1963)は次のように解説している。
同時に、重要なことは、Songs of Innocenceにおけるこの無邪気、無心ということは、もう一
つ別の要素を持っているということである。……　外在の神としての愛の神、その愛の神の
存在を信じて疑わない心の状態、そういう意味での無邪気、無心という要素である。……恋
の歌に見られた Songs of Innocenceというのは、Songs of Innocenceの題名に用いられている
Songs of Innocenceとは内容を異にするであったからである。それは、人間に内在する神とし
ての生命を意味していたのであるが、実は、後に述べる如く、かかる内在の神としての生命
が阻まれること、つまり阻まれる ‘Experience’を歌ったのが Songs of Experienceに他ならな
いのである。(14-5)
また、『経験の歌』においては、「性」がもうひとつの重要なキーワードである。梅津 (1963)は次
のように述べている。
二十歳迄の Blakeが、性の慾望を一つの ‘Innocence’としてはっきり捕らえていたということ、
それは、性の完成という一つの ‘Experience’,特に、その性の慾望が阻まれるというもう一つ
の ‘Experience’を契機とするものであった、ということである。このような経過は、実は、
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青年にとって、極く普通のものである。思春期に達した時、我々が急に理想主義者になるの
は、また、日記を附け出したり、或る者は詩らしきものを書いたりするのは、言葉の文字通
りの意味において ‘Innocent’な、無邪気無心な本能の一つ、性の慾望の緊張が身内に盛り上
がって来るからであり、殆ど例外なしに、その緊張の自然な解消が阻まれるからである。性
という自己身内の神としての新しい ‘Innocence’が、性の阻まれない世界、理想の世界を我々
に願わせ、描かせるのである。そして阻まれた緊張のカタルシスとしての日記や詩などが描
かれるのである。(13)
この言葉から、「性」というものはブレイクにとって一つの重要なテーマであったことが伺える。
これはいわゆる性欲の性ではない。自己は神であり、その「内なる神」としての性への純粋な欲
望である Innocenceとその欲望が阻まれる Experienceがそれぞれ『無垢の歌』と『経験の歌』に
なっているのである。このように、『無垢の歌』と『経験の歌』において、『無垢の歌』も『経験
の歌』も性的なものから切り離せないものであり、さらに、前述したようにブレイクの詩は神と
の関わりがあるのである。
1.2　「花」（‘The Blossom’）と「病気のばら」（‘The sick rose’）の比較
ここからは、『無垢の歌』および『経験の歌』から対比になっていると思われる詩を取り上げ、
分析していきたい。対比であると考える基準は『無垢の歌』と『経験の歌』でタイトルが明らか
に反対の意味をもっているもの、もしくは同じであるものである。以下、和訳は『対訳　ブレイ
ク詩集』(松原正一著 )を引用する。まずは、『無垢の歌』から「花」（‘The Blossom’）、『経験の
歌』から「病気のばら」（‘The sick rose’）を取りあげる。
楽しい、楽しい雀さん
濃い緑の葉っぱの下で
幸せな花がひとつ見ています
矢のように素早く
あなたが狭い寝床をさがすのを
私の胸の近くで。
1 
 
 
    Merry, Merry Sparrow!   a 
Under leaves so green  b 
A happy Blossom  c 
Sees you swift as arrow  a 
Seek your cradle narrow  a 
Near my Bosom  c 
  
Pretty, Pretty Robin!  d 
Under leaves so green  b 
A happy Blossom  c 
Hears you sobbing, sobbing  d 
Pretty, Pretty Robin,  d 
Near my Bosom.  c 
 
 
 
 
 
 
 
‘The sick rose’ 
O Rose, thou art sick!  a 
The invisible worm  b 
That flies in the night,  c 
In the howling storm :  b 
 
Has found out thy bed  d 
Of crimson joy :  e 
And his dark secret love  f 
Does thy life destroy.  e 
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かわいい、かわいい駒鳥さん
濃い緑の葉っぱの下で
幸せな花がひとつ聞いています
あなたがすすり泣き、すすり泣くのを
かわいい、かわいい駒鳥が
私の胸の近くで。　　（松島 2004:36-7）
この詩は明るく、無垢の歌らしい。以下、音韻やシンボルから分析していきたい。まず、音の面
では、閉鎖音の [b][g]、摩擦音の [s]の音が繰り返し用いられ、さらに、１行目と４行目には必ず
連続する頭韻が入っていることで童謡であるかのようになっている。さらに、‘Blossom’で始まり、
‘Bosom’で終わることで、「花」と「私」との一体感が表れている。
次に、この詩で使われている鳥はどのような意味をもっているのであろうか。『イメージ・シン
ボル事典』(ド・フリース )によれば、‘Sparrow’は愛情 ·好色を表し、浄化を表す。また、キリス
トを表す (593)。‘Green’は、母なる大地の豊饒、生命、自然を表し、復活、永遠、不滅を表す。
また、愛を表す。能動的な赤とは対照的で、赤と組み合わされ、赤と反対を表すことが多いとい
う。さらに、新鮮さを意味するところから、若さ、無垢、美徳を表す。(297-8) ‘Robin’はオウム
(‘Parrot’)と同じ象徴的意味をもつと考えられており、無駄口・饒舌であったり、温順さ、手なず
けやすさを表す (529)という。
こうしたシンボル的意味より、この歌では雀がキリストに見立てられていると考えられよう。
キリストと結びつく雀が無垢や愛を表すみずみずしい葉っぱの下におり、一方で、いつもは饒舌
で元気な駒鳥はすすり泣いている。そのそばに幸せな花があるという平和な風景が想像できる。
本論 2.1で述べた『無垢の歌』の特徴である、生命感や愛情の特徴が現れている。また、ここで使
われている ‘Green’ は、次で扱われている ‘Rose’と色的に対立したものとなっている。
続いて、『経験の歌』から「病気のばら」(‘The sick rose’)を取りあげる。
おお薔薇よ、おまえは病んでいる。
夜にまぎれて飛ぶ
眼に見えない虫が
荒れ狂う嵐のなかで
1 
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深紅の歓喜の
おまえの寝床を見つけた。
そして彼の暗いひそかな愛が
おまえの生命を滅ぼす。　　（松島 2004:106-8）
こちらもシンボルから歌の情景を読みとることにする。『英語イメージ辞典』(赤祖父 267)によれ
ば、‘Rose’のイメージは生と死、天と地、豊饒と処女性、優雅と肉欲、幸福と殉教など両義性を
もつ。赤いバラはヴィーナスの花、情熱の花を表し、白いバラは無垢、処女性、マリアの花を表
す。とげは堕落のしるしを表すという。多義であり、相反する意味をもちあわせているが、薔薇
が病み、虫が荒れ狂う嵐のなかを飛ぶという殺伐とした雰囲気がうかがえる。さらに、『イメー
ジ・シンボル事典』によれば、‘crimson’は愛を表すが、その一方でイザヤ書においては罪の色と
されるという (ド・フリース 150)。ここで、ブレイクは『天国と地獄の結婚』においてイザヤ書
を登場させている 1ので、‘crimson’はおそらく罪と関係していると思われる。このように、‘Rose’
や ‘crimson’といった、対立する概念をもった語句が使われていることが分かる。
先ほどの「花」では、‘Sparrow’がキリストを象徴していたが、この詩では、‘Rose’がマリアを
表しており、宗教的に関わりがある。さらに、‘Rose’という単語ひとつについても、前述した相
反する世界がうかがえる。これはブレイクの二項対立の概念をよく表している詩であると思われ
る。そして最終的には、愛が生命を滅ぼすという終わり方が印象的である。これは、虫が殉教、
つまり宗教のために自らの命を終えたことを表しているのではないか。
この詩では ‘joy’という語が使われているが、次の節で分析する「『喜び』という名の幼な子」
（‘Infant Joy’）と関わりはあるのだろうか。この詩での ‘joy’は、罪をもちながらの「喜び」であり、
真っすぐに死へと向かっているがそこには後悔や悲嘆などが感じられない。一方で、「『喜び』と
いう名の幼な子」（‘Infant Joy’）で使われている ‘joy’は、神から生を与えられた喜びであり、そこ
には希望が満ちあふれている。
1.3　 「『喜び』という名の幼な子」（‘Infant Joy’）と「『悲しみ』という名の幼な子」（‘Infant 
Sorrow’）の比較
この節では、『無垢の歌』から「『喜び』という名の幼な子」(‘Infant Joy’)、『経験の歌』から
「『悲しみ』という名の幼な子」(‘Infant Sorrow’)を取りあげ、特に音の面に注目し、それぞれ分析
を行っていく。
1　『天国と地獄の結婚』では、イザヤ書が取りあげられているが、本論文の主旨から外れるため、ここではふれるだけにとどめる。
2 
 
 
 
   I have no name:  a 
   I am but two days old.－  b 
  What shall I call thee?  c 
   I happy am,  d 
  Joy is my name.－  a 
  Sweet joy befall thee!  c 
 
  Pretty joy!  e 
  Sweet joy but two days old,  b 
  Sweet joy I call thee ;  c 
  Thou dost smile,  f 
  I sing the while  f 
  Sweet joy befall thee.  c 
 
  
 
 
 
 
   
My mother groan'd! My father wept. a 
  Into the dangerous world I leapt :  a 
  Helpless, naked, piping loud :  b 
  Like a fiend hid in a cloud.  b 
 
  Struggling in my father's hands :  c 
  Striving against my swadling bands : c 
  Bound and weary I thought best  d 
  To sulk upon my mother's breast.  d 
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ぼくには名前がないんだ
まだ生まれて二日しかたっていないから。
おまえは何て呼んでほしいの？
ぼくは幸せだよ
喜びがぼくの名前だよ。
すてきな喜びがお前の上に訪れますように！
かわいい喜び！
生まれて二日しかたっていないすてきな喜び、
すてきな喜びと呼んであげよう。
おまえは笑い、
そのあいだに私は歌をうたう、
すてきな喜びがおまえの上に訪れますように！　（松島 2004:68-9）
この詩は音韻と使われている言葉から情景を読み取る。まず、頭韻に注目する。第１連だけ、頭
韻が多く使われており、その中では母音が多く用いられている。４行目では、‘I happy am’と主語
と補語を逆にすることで ‘happy’が強調されている。一方第２連では、頭韻をなくすことで、この
連を強調していると考えられる。‘Pretty joy’, ‘Sweet joy’ , ‘Sweet joy’という明るい言葉が畳み掛け
るように用いられているのが印象的であり、喜びを愛おしんでいる様子が伺える。ここでの ‘joy’
の意味はこの世に生を授かった喜び、生きる喜びのことではないだろうか。また、最後の行は神
への祈りであり、信仰心がうかがえる。
続いて、『経験の歌』から「『悲しみ』という名の幼な子」（‘Infant Sorrow’）を考察する。
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母さんは呻いた！　父さんは泣いた。
ぼくは危険な世界へとおどり出た。
たよりなく、裸で、かんだかく泣きながら
雲間に隠れた小鬼みたいに。
父さんの両手に抱かれてもがき、
おむつをはねのけようと蹴っても蹴っても、
縛られていて、疲れてくると
母さんの胸ですねているのが一番いいと思った。　（松島 2004:132-3）
こちらも音と単語の観点から見てみよう。音に関しては、‘my’を使うことによって、‘my mother’
という [m]の頭韻を作り出している。鼻音の [m]、摩擦音の [s]など籠るような音が多用されてい
る。脚韻はカプレットになっている。特に第１連の詩では ‘wept’,‘leapt’, ‘loud’(‘loud’は ‘piping’に
かかる ),‘cloud’など暗い気持ちを想像させる単語に脚韻が使われており、感情をより強調してい
る。また、‘Helpless’, ‘naked’という単語は、「ぼく」に逃げ場がないことを明白に示している。
1.4　小括
これまで、『無垢の歌』から２つ、『経験の歌』から２つずつ詩を取りあげ、それぞれ分析を行っ
た。「花」(‘The Blossom’)と「病気のばら」(‘The sick rose’)、「『喜び』という名の幼な子」(‘Infant 
Joy’)、「『悲しみ』という名の幼な子」(‘Infant Sorrow’)といった題名そのものであったり、‘Rose’
や ‘crimson’といった両義性をもつ単語が使われていることから、ブレイクの二項対立の概念がう
かがえた。
その他の特徴としては、特に生命感に関するものが色濃く表れていた。例えば、濃い緑の生き
生きとした葉っぱやそれとは対照的な病気のばらが使われているところ、生まれた赤ん坊を題材
にしているところなどである。
次に分析するのは、宗教的な要素が強い２つの詩である。1.5では『無垢の歌』『経験の歌』「煙
突掃除の少年」（‘The Chimney Sweeper’）を取りあげる。1.6では、『無垢の歌』から「神の姿」
（‘The Divine Image’）、『経験の歌』から「ロンドン」（‘London’）を分析する。これらの詩では、
当時の社会状況が歌われており、そこから時代背景を読み取ることができる。
1.5　「煙突掃除の少年」（‘The Chimney Sweeper’）の比較
この節では、『無垢の歌』と『経験の歌』から「煙突掃除の少年」（‘The Chimney Sweeper’）を
取りあげる。題名が同じであるのに、二つの対立する世界が描かれている。最初に、『無垢の歌』、
次に『経験の歌』の世界をみてみよう。
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When my mother died I was very young,  a 
   And my Father sold me while yet my tongue, a 
   Could scarcely cry weep weep weep weep.  b 
   So your chimneys I sweep, & in soot I sleep. b 
 
   Theres little Tom Dacre, who cried when his head, c 
   That curl'd like a lamb's back, was shav'd, so I said, c 
   Hush, Tom!never mind it, for when your head's bare d 
   You know that the soot cannot spoil your white hair/ d 
 
   And so he was quiet, & that very night,  e 
   As Tom was a-sleeping, he had such a sight, e 
   That thousands of sweepers, Dick, Joe, Ned, & Jack, f 
   Were all of them lock'd up in coffins of black. f 
 
  And by came an Angel who had a bright key, g 
   And he open'd the coffins & set them all free; g 
   Then down a green plain leaping, laughing, they run h 
   And wash in a river, and shine in the Sun.  h 
 
   Then naked & white, all their bags left behind, i 
   They rise upon clouds and sport in the wind. i 
   And the Angel told Tom, if he'd be a good boy, j 
   He'd have God for his father, & never want joy. j 
 
   And so Tom awoke and we rose in the dark,  k 
   And got with our bags & our brushes to work. k 
   Tho' the morning was cold, Tom was happy & warm. l  
   So if all do their duty, they need not fear harm. l 
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母さんが死んだとき、ぼくはまだ幼かったけれど、
父さんがぼくを売った、ぼくの舌が
「煤払い、煤払い」と、まだよくまわらないのに。
それでぼくは煙突を掃除し、煤まみれになって眠る。
子羊の背中みたいに巻毛のちびのトムデイカは
髪の毛を剃られたとき泣いた。ぼくは言ってあげた。
「泣くなよ、トム。気にするな、坊主頭になれば
おまえの白い髪の毛は煤によごれないよ」
トムは泣きやんだけれど、その晩すぐに
眠っているとこんな光景を見た。何千人もの
煙突掃除、ディック、ジョー、ネッド、ジャックなどが
一人残らず黒いお棺に閉じ込められていた。
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すると輝く鍵を持った天使がやって来て
お棺を開けてくれてみんなを出してくれた。
みんなは飛び跳ね、笑いながら緑の野原を駆け回り
川で洗いきよめ、日を浴びて体が輝く。
それから、白い裸のまま、煤袋を置き去りにして
雲に乗り、風の中を遊んだ。
天使はトムに言った。よい子になれば、神さまが
お父さんになってくださり、喜びの尽きる日はないよ、と。
ここでトムは目が覚めた。ぼくたちは暗いうちに起き
煤袋と煤はけを持って、仕事に出かけた。
とても寒い朝だったけれど、トムは幸せで、暖かだった。
だから、みんなが義務を果せば、何も心配はありません。　（松島 2004:38-41）
ここでもまた、音や語彙、内容に関して考えていきたい。脚韻はカプレットで、各連は 2つのカ
プレットから成り立っている。１行あたりの語数が多いので、そのぶん頭韻や脚韻に重点を置い
たのではないかと思われる。１連目で [m]の音が多く用いられていることで、私の (‘my’) 父親が
自分を売ってしまった、という実の父親に対する悲しみが強調されている。
次に、シンボルについてである。『英語イメージ辞典』によれば、‘lamb’はおとなしさと無垢の
象徴（赤祖父 173）である。『無垢の歌』ではこのように、弱いもの、小さいものが用いられてい
る。
注目すべきは、『無垢の歌』にもかかわらず、この詩は第 3連で一旦トムの夢の中ではあるが、
死を感じさせるものになっているところである。しかし、天使がやって来てお棺から皆を出し、
末文は「みんなが義務を果せば、何も心配はありません。」で結ばれている。これは神の救いの手、
つまり神の愛情でもって守られているということである。キリスト教では、魂は復活すると考え
られており、死は神のもとへ早く行けるということであり、悲嘆することではないのである。少
年と神との関係性について、梅津 (1963)は次のように補足する。
重要なのは、社会悪の今言った解決が、この詩において、何によってなされているかという
ことであろう。それは Tomの夢に現れた天使によってである。天使は “cofﬁns of black”に閉
じ込められていた子供たちを開放し、いい子であれば、神さまがお前のお父さんになってく
れるんだよ、と Tomに教える。そういう夢を見た Tomは、翌朝からすっかり気持が変って
しまって、つまり “happy & warm”になって、煙突掃除に出掛ける、というのである。Tom
の悲惨な煙突掃除の仕事そのものは、昨日と少しも変わらないのであるが、変わったのは
Tomの心である。そして Tomの心を変えたのは、夢によって知った神の愛の遍在ということ
である。好ましからざる現実に対する解決は、現実そのものの人間の力による具体的改変に
はよらずして、そういう現実の渦中にそのままいる人間の心の、神の愛を媒介とした改変に
よっている。つまり、解決は、人間対人間の横の関係においてではなしに、神対人間の縦の
関係においてなされているのである。（梅津 1963:139-40）
このように、『無垢の歌』では、人間同士の関係性は重視されておらず、神との関係性に結びつく
ことが分かる。
語句についてはどうであろうか。白い髪の毛 (‘white hair’)や黒いお棺 (‘cofﬁns of black’)が色の
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面から見ても対立するものになっている。また、夜 (‘Night’)と対の概念であり明るいイメージを
もつ語が形を変えて多く使われている。例えば、‘shine’, ‘sun’, ‘bright’, ‘morning’などがあげられ
る。
次に、『経験の歌』から同じく「煙突掃除の少年」(‘The Chimney Sweeper’)を取りあげる。
雪の中を小さな黒いものが
「煤払い！　煤払い！」と悲しい声をはりあげて通る。
「おまえの父さんと母さんはどこにいるんだい？」
「二人とも教会にお祈りに行ってるよ。
ぼくは荒野にいても楽しく
冬の雪のなかでも笑っていたので
両親はぼくに死の着物をきせ、
悲しみの歌をうたうようにしこんだのさ。
そしてぼくが楽しく踊り歌っているので
両親はぼくに少しもひどいことをしたとは思わず、
ぼくたちの惨めさで天国を作っている
神様や坊さまや王様を崇めにいくのさ」　（松島 2004:104-5）
詩形は 4歩格である。この詩では語句や先行研究から分析する。連続してはいないが、この詩も
『無垢の歌』と同じように第１連にカプレット、第 2連と第 3連では交互に脚韻がつかわれている。
語句について注目すべきは、悲しみの歌 (‘notes of war’), ‘injury’, ‘death’, ‘misery’など暗いイメー
ジをもつ語が用いられている一方、こちらも ‘pray’という宗教的な語句が使われていることであ
る。これについて保田 (1973)は次のように補足している。
4 
 
 
 
 
 
   A little black thing among the snow :  a 
  Crying weep, weep, in notes of woe!  a 
   Where are thy father & mother? Say?  b 
   They are both gone up to the church to pray/ b 
 
   Because I was happy upon the heath,  c 
    And smil'd among the winter's snow ;  a 
    They clothed me in the clothes of death,  c 
    And taught me to sing the notes of woe.  a 
 
    And because I am happy, & dance & sing,  d 
    They think they have done me no injury :  e 
    And are gone to praise God & his Priest & King d 
   Who make up a heaven of our misery.  e 
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‘the clothes of death’は煙突掃除夫が着る着物であり、‘the notes of woe’は明らかに第１連第
２行の “'weep! weep! 'in notes of woe”を受けたものである。この weepは weepと発音が同じ
であるから、おそらく、Blakeはこの少年が泣き暮らしていることを暗に意図していたにちが
いない。“Songs of Experience”には、涙あるいは涙に関係のある語や事柄がいくつか使われ
ている。‘Infant Sorrow’, ‘London’, ‘The Angel’, ‘Holy Thursday’やその他の詩に、‘ear(s)’, ‘wept’, 
‘cry’などの語やそのような状態が見出される。Blakeはそのような語や情況によって
Experienceを表現したのであって、　彼がこのような心理的な語で、Experienceの具体的な
変化を示そうとしたのは抽象論に陥らないためであろう。　（保田 1973:227-8）
つまり、ブレイクは心理的な語句を使うことで具体的な実感を伴うような『経験の歌』の世界を
作ろうとしたのである。
1.6　「神の姿」（‘The Divine Image’）と「ロンドン」（‘London’）の比較
本項では、『無垢の歌』から「神の姿」(‘The Divine Image’)、『経験の歌』から「ロンドン」
(‘London’)を取りあげる。「神の姿」(‘The Divine Image’)については、題名や使われている語句、
内容から『無垢の歌』でもっとも神と関係しているように思われる。
5 
 
 
 
 
  To Mercy Pity Peace and Love,  a 
   All play in their distress :  b 
   And to these virtues of delight  c 
   Return their thankfulness.  b 
 
   For Mercy Pity Peace and Love,  a 
   Is God our father dear :  d  
   And Mercy Pity Peace and Love,  a 
   Is Man his child and care.  d 
 
   For Mercy has a human heart  e 
   Pity, a human face :  f 
   And Love, the human form divine,  g 
   And Peace, the human dress.  b 
 
   Then every man of every clime,  c 
   That prays on his distress,  b 
   Prays to the human form divine  g 
   Love Mercy Pity Peace.  h 
 
   And all must love the human form, i 
   In heathen, Turk or Jew.  j 
   Where Mercy, Love & Pity dwell,  k 
   There God is dwelling too.  l 
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慈悲、憐憫、平和そして愛とに
人は苦しいとき祈る。
そしてこれら歓喜の徳目には
自分たちの感謝の心を返す。
慈悲、憐憫、平和そして愛は
私たちのいとしい父なる神であり、
慈悲、憐憫、平和そして愛は
父のいとし子なる人であるから。
慈悲は人間の心臓を持ち、
憐憫は人間の顔、
愛は神性なる人間の姿、
平和は人間の衣装を持っているから。
だからあらゆる国のあらゆる人は
苦しいときに祈り、
神性なる人間の姿、
愛、慈悲、憐憫、平和に祈る。
すべてのものは人間の姿を愛さなければいけない、
異教徒、トルコ人、ユダヤ人であろうとも。
 慈悲、愛、憐憫が住んでいるところ
そこには神もまた住んでいるのだから。　（松島 2004:50-3）
まず、音の面であるが、頭韻がまんべんなく使われている。同じ閉鎖音の [p]や [d]が多用されて
いる。両唇音で、柔らかな音の [p]が ‘peace’, ‘pray’として繰り返し現れている。また、歯茎音の
[d]も ‘midnight’, ‘dear’として使用されている。語については、‘peace’, ‘love’, ‘mercy’, ‘delight’, 
‘thankfulness’, ‘god’ など神にまつわるものや明るいイメージをもつものが使われている。全体とし
て、愛や平和を扱った宗教的な詩になっている。
最後に、『経験の歌』から「ロンドン」(‘London’)を取りあげる。
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   I wander thro’ each charter’d street,     a 
   Near where the charter’d Thames does flow,     b 
   And mark in every face I meet      a 
   Marks of weakness, marks of woe.     b 
 
   In every cry of every Man,      c 
   In every Infant’s cry of fear,      d 
   In every voice ; in every ban,      c 
   The mind-forg’d manacles I hear :      d 
 
   How the Chimney-sweeper’s cry      e 
   Every blackning Church appalls,      f 
   And the hapless Soldier’s sigh      e 
   Runs in blood down Palace walls.      f 
 
   But most thro’ midnight streets I hear     d 
   How the youthful Harlot’s curse      g 
   Blasts the new-born Infant’s tear      d 
   And blights with plagues the Marriage hearse.   g  
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特権ずくめのテムズ川の流れに沿い
特権ずくめの街々を歩きまわり
行き来する人の顔に私が認めるものは
虚弱のしるし、苦悩のしるし。
あらゆる人のあらゆる叫びに
あらゆる幼な子の恐怖の叫びに
あらゆる声に、あらゆる呪いに
心を縛る枷のひびきを私は聞く。
煙突掃除の少年の叫びが
黒ずみわたる教会をすさまじくし、
不幸な兵士のため息は
血潮となって、王宮の壁をつたう。
それにもまして深夜の街に私は聞く、
なんとも年若い娼婦の呪い声が
生まれたばかりの乳のみ児の涙を枯らし
結婚の柩車を疫病で台なしにするのを。　（松島 2004:126-9）
まず、音の面から見てみると、脚韻に関しては、第 1連目から４連目まで交互に出てきている。
頭韻に関してもまんべんなく現れており、読みやすくなっている。
次に、語句についてである。特徴的なのは２連目である。In every という語が３行続けて、ま
た、１行目と３行目では２回見られる。「あらゆる人」(‘In every Man’)の「あらゆる叫び」(‘In 
every cry’)、「あらゆる幼子」(‘In every Infant’)の「恐怖の叫び」(‘cry of fear’)、「あらゆる声」(‘In 
every voice’)、「あらゆる呪い」(‘in every ban’)という悲痛で不吉な情景がうかんでくる。この詩
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   The mind-forg’d manacles I hear :      d 
 
   How the Chimney-sweeper’s cry      e 
   Every blackning Church appalls,      f 
   And the hapless Soldier’s sigh      e 
   Runs in blood down Palace walls.      f 
 
   But most thro’ midnight streets I hear     d 
   How the youthful Harlot’s curse      g 
   Blasts the new-born Infant’s tear      d 
   And blights with plagues the Marriage hearse.   g  
 
2015-08-卒論_068-089_中野里香.indd   80 2015/03/04   9:34
81
では、特権階級や戦争、児童労働、疫病といった救いようのない、人間世界が描かれている。こ
こで描かれている世界は、今まで分析してきた「病気のばら」や「煙突掃除の少年」と同じよう
に『経験の歌』で繰り広げられる人間世界の暗黒面であるのではないか。『無垢の歌』で描かれて
いる神の世界とは対立する。
1.7　小括
この２つの詩からは当時の社会問題を読み取ることができる。その一つが児童労働である。貧
しい子供が身売りされ、幼い頃から労働を強いられる。心身は未発達であり、煤を吸い込んで肺
や気管を悪くし、死んでしまうのである。「煙突掃除の少年」については、同じ児童労働であって
も、『無垢の歌』では宗教的な扱いが示されているのに対し『経験の歌』では救いが全くない。『無
垢の歌』では、労働をして死ぬことは悲観することではなく、神のもとへ早く行ける手段として
むしろ好ましいものなのである。
一方、『経験の歌』では、少年の視点から客観的に事実をとらえている。「小さな黒いもの」と
いうのはおそらく煤で黒く汚れてしまった煙突掃除の少年のことであり、両親は少年を売り飛ば
している一方、その両親は教会にお祈りに行っているのが皮肉である。両親たちは、彼ら自身だ
けの幸せを願ってお祈りをしているのであろう。さらに、最後の一連に少年の気持ちがよく表れ
ている。少年は両親の愚かさを見通したうえで労働を続けているのである。愚かな両親と幼いな
がらもより神に近い立場にいる少年の図が対照的である。『経験の歌』は、現実世界を描きながら
も、やはり宗教的な詩なのである。
1.8　考察
 これまで８つの詩を分析してきた。『無垢の歌』と『経験の歌』はそれぞれ対立する世界が描か
れている。『無垢の歌』は幻想的で、軽やかで、素朴であり、喜びが溢れ、そして生命が生き生き
と輝いているのである。一方、『経験の歌』では、現実世界が書かれ、それは世俗的である。また、
人間の堕落、汚さ、悲しみ、他への妬み、そして生を阻まれる恐怖が描かれている。そして、『無
垢の歌』および『経験の歌』に用いられている題材は、子供、煙突掃除の少年、赤ん坊といった
非力で自分たちだけでは生きることのできない小さくて弱いものであるが、彼らは神に包まれて
いる。
ここで、本論 1.5で分析した『無垢の歌』の「煙突掃除の少年」について梅津 (1980)の解説を
引用し補足したい。 
「煙突掃除」、「黒んぼの子供」などの当時社会問題になっていた虐げられた者たちは、人の為
すことつまり人間社会の横の力関係によってではなしに、神の人に及ぶ愛つまり縦の力関係
によって救われている。作者の打撃もまた人によっては慰められ得ないものであったのだ。
（梅津 1980:125）
また、梅津は「生命」と『経験の歌』に関しては次のように述べている。
つまり最も生命を抑圧するものとして、既成教会、結婚の束縛、王制の三者を除けというの
であるが、三者は何れも人と人との横の関係であり、そういう横の関係の改革を叫んでいる
のが『経験の歌』である。（梅津 1980:130）
このように、『無垢の歌』が神と人間という完全に「縦の関係」になっているのに対し、『経験の
歌』では人対人の「横の関係」になっている。それがこれまで『経験の歌』で見てきたような暗
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黒面を生み出しているのである。そしてブレイクは負の「横の関係」の改革を求めている。そう
して、対立する世界をもった『無垢の歌』（‘Songs of Innocence’）と『経験の歌』(‘Songs of 
Experience’)は 1つの詩集『無垢と経験の歌』(‘Songs of Innocence and of Experience’)としてまと
められたのである。
第 2章『天国と地獄の結婚』について
2.1　時代背景と詩
ここでは、『天国と地獄の結婚』がどのようなものであるか解説したい。この詩集は 1790-1793
年ころに書かれており、時期的には『無垢の歌』と『経験の歌』の後に執筆されている。散文形
式で書かれており、本文では後に日本語訳でみるように、断定的で強い口調が用いられている。
吉村 (1995)は土居 (1995)著作『ブレイク詩集』のなかで、『天国と地獄の結婚』を次のように解
説している。
『天国と地獄の結婚』における預言者のような激しい口調の背景には、近代ヨーロッパにおけ
る最大の社会変動、すなわち一七八九年のフランス革命の影響がある。…M・H・エイブラム
ズによると、革命の理想が挫折し、その理想が内面化していくところにロマン主義が生まれ
る。暴力による政治革命ではなく、想像力の目覚めを通して黙示録的な新しい天と地を到来
させようとする意識こそロマン主義文学を内面から突き動かしていった力である。
 （吉村 1995:170）
つまり、この時代は人々の思想が新しいものになっていき、今までの理想が覆されたのである。
これを踏まえて、以降はブレイクの詩を抜粋し、どのような特徴をもっているのかを分析し、そ
してブレイクは何を伝えたかったのかを探っていきたい。
2.2　分析
すべて原文は Blake Complete Writings with Variant Readings (ed. by Geoffrey Keynes, Oxford UP, 
1972)から、日本語訳は『ブレイク全著作』(梅津済美，名古屋大学出版会，1989)に拠る。これ
らの詩集は次の 4つのカテゴリーに分けられる。
1つ目は二項対立関係である。2つ目は聖書・聖職への批判である。3つ目はスウェーデンボル
グ 2への批判である。4つ目は『無垢の歌』と『経験の歌』に関連づけられると思われるものであ
る。以降、これらのカテゴリーに分けて分析する。
最初に、二項対立関係を示す表現を挙げてみよう。
Plate 3
Without Contraries is no progression. Attraction and Repulsion, reason and
Energy, Love and Hate, are necessary to Human existence.
From these contraries spring what the religious call Good & Evil. 
Good is the passive that obeys Reason. Evil is the active springing from Energy.
Good is Heaven. Evil is Hell.(149)
相反するものなしに進歩はない。牽引と反発、理性と活力、愛と憎しみが、人間の存在には
2　 研究者によってスウェーデンボルグやスヴェーデンボリ、スエデンボルグなどの呼び方があるが、ここではスウェーデンボル
グとする。
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必要である。
これらの相反するものから宗教的な人々の善悪と呼ぶものが生じる。善は理性に従う受動的
なものである悪は活力から生じる能動的なものである。
善は天国である。悪は地獄である。（281）
Plate4
But the following Contraries to these are True :
1. Man has no Body distinct from his Soul ; for that call’d Body is a portion of Doul discern’d by 
the ﬁve Senses, the chief inlets of Soul in this age.(149)
しかし次のこれらに相反するものは真実である
一　人間は彼の霊魂と別個の肉体を持ってはいない というのは肉体と呼ばれるものは五つ
の感覚によって識別された霊魂の部分、この世における霊魂の主な入り口であるから (281)
Plate 14
But ﬁrst the notion that men has a body distinct from his soul is to be expunged (154)
しかし先ず人間は霊魂と別個の肉体を持つという考えが、抹殺さるべきである (288)
Plates 17-20
Opposition is true friendship.(157)
対立が真の友情である。(293)
ブレイクは、「相反するものなしに進歩はない」(281)「対立は真の友情である」(293)と言い方を
変えて繰り返し述べており、対立に対して肯定的であるのがうかがえる。また、「先ず人間は霊魂
と別個の肉体を持つという考えが、抹殺さるべきである。」(288)と、その当時正しいと考えられ
ていたキリスト教的な二元論に一石を投じている。
次に、聖書・聖職への批判が書かれているものである。 
　　Plate4
　The voice of the Devil
　All Bibles or sacred codes have been the causes of the following Errors ;
1.  That Man has two real existing principles : Viz : a Body & a Soul.
2.  That Energy, call’d Evil, is alone from the Body ; & that Reason, call’d Good is alone from the 
Soul.
3.  That God will torment Man in Eternity for following his Energies. (149)
すべてのバイブル又は神聖な掟は、次の誤りの原因となってきている。
一、人間は二つの実在する存在の原理すなわち、肉体と霊魂を持つということ。
二、 活力は、悪と呼ばれて、ひとり肉体から来ているということ、そして理性は、善と呼ば
れて、ひとり霊魂から来ているということ。
三、 神は人間を彼の活力に従った報いとして永劫において責めさいなむであろうということ。
(281)
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Plate11
　Till a system was formed, which some took advantage of , & enslav’d the vulgar by attempting 
to realize or abstract the mental deities from their objects : thus began Priesthood ;
Choosing forms of worship from poetic tales.
And at length they pronounc’d that the Gods had order’d such things.
Thus men forgot that All deities reside in the human breast.(153)
ついに一つの体系が形成された、それを或る者は利用したそしてその心的な神々をそれら
の対象から離して具象化する又は抽象化することを試みることによって世俗の人々を奴隷に
した、このようにして聖職なるものが始まった。
礼拝の形式を詩的な物語から選びとることによって。
そして到頭彼等は神々がこのようなことを命じたのだと公言した。
このようにして人々はすべての神々が人間の胸の中に住んでいることを忘れた。(286)
ブレイクは、聖書を「すべてのバイブル又は神聖な掟は、次の誤りの原因となってきている」
(281)とし、このあと二元論の否定をする。また、聖職の始まりについては「心的な神々をそれら
の対象から離して具象化する又は抽象化することを試みることによって世俗の人々を奴隷にした、
このようにして聖職なるものが始まった。」(286)と述べ、聖職は神を抽象化し、人々を奴隷にし
た上で成り立つものとしている。
次に、スウェーデンボルグへの批判を書いているものである。
　Plates 21-22
　I have always found that Angels have the vanity to speak of themselves as the only wise ; this 
they do with a conﬁdent insolence sprouting from systematic reasoning.
　Thus Swedenborg boasts that what he writes is new ; tho’ it is only the Contents or Index of 
already publish’d books.
　A man carried a monkey about for a shew, & because he was a little wiser than the monkey, 
grew vain, and conciev’d himself as much wiser than seven men. It is so with Swedenborg : he 
shews the folly of churches, & exposes hypocrites, till he imagines that all are religious, & 
himself the single one on earth that ever broke a net.
　Now hear a plan fact : Swedenborg has not written one new truth. Now hear another : he has 
written all the old falshoods.
　And now hear the reason. He conversed with Angels who are all religious, & conversed not 
with Devils who all hate religion, for he was incapable thro’ his conceited notions.
　 Thus Swedenborg’s writings are a recapitulation of all superﬁcial opinions, and an analysis of 
the more sublime- but no further.
　Have now another plan fact. Any man of mechanical talents may, from the writings of 
Paracelsus or Jacob Behmen, produce ten thousand volumes of equal value with Swedenborg’s, 
and from those of Dante or Shakespear an inﬁnite number.
　But when he has done this, let him not say that he knows better than his master, for he only 
holds a candle in sunshine.(157-8)
私は天使たちが己れを唯一の賢明なものとして話す虚栄心を持っているということを常に
気づいて来た、これを彼等は組織的な論法から芽を吹く自信に満ちた傲慢さをもってするの
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である。
こういうわけでスヴェーデンボリは彼の書くものが新しいといって自慢する、それは既に
公にされた本の目次又は索引にすぎないのに一人の男が見せ物として一匹の猿を連れ歩いて
いた、そして彼がその猿より少し賢いというので、自惚れるようになった、そして自分を七
人の人間よりも賢いとまで考えた。スヴェーデンボリの場合もそうなのだ、彼は教会の愚か
しさを示し偽善者たちの正体をあばく、ついに彼はすべての人が宗教的であると、そして自
分をこれまでに網を破った地上唯一の人間と想像するに至っている。
さて一つの明白な事実をききたまえ、スヴェーデンボリは一つの新しい真なるものも書い
てはいない、さてもう一つをききたまえ、彼はすべての古い偽りを書いているのだ。
そしてさてその理由をききたまえ。彼は丸々宗教的である天使たちと話し合ったのだ、そ
して丸々宗教を憎む悪魔たちとは話し合わなかったのだ、というのは彼は彼の自惚れた考え
のために無能であったからだ。
こういうわけでスヴェーデンボリの著作はすべての皮相な見解の要点を繰り返し述べたも
の、及び比較的卓越したものの分析である、しかしそれ以上ではない。
さてもう一つの明白な事実を手に入れておきたまえ、機械的な才能のある者なら誰でもパ
ラケルスス又はヤコブ・ベーメの著作から、スヴェーデンボリのものと同等の価値を持った
千の十倍の書冊を製造できるだろう、そしてダンテ又はシェイクスピアのものからは、無数
のものを。
しかし彼がこのことを為し終えた時、彼がその師匠よりもよく知っていると彼に言わせて
はならない、というのは彼は日光の中にろうそくをかかげているにすぎないからだ。（293-4）
ブレイクはスウェーデンボルグを作品・人物像の観点から次のように批判している。第 1に、ス
ウェーデンボルグが自慢する作品は「既に公にされた本の目次又は索引にすぎない」  (293)という。
彼の作品は過去のものの焼き直しだというのである。第 2に、「彼は教会の愚かしさを示し偽善者
たちの正体をあばく、ついに彼はすべての人が宗教的であると、そして自分をこれまでに網を破っ
た地上唯一の人間と想像するに至っている。」(293)とスウェーデンボルグは自分の才能に自惚れ
ていて、自分が今までの慣習を破った、唯一の人間であると思い違いをしている、と述べる。
ブレイクはスウェーデンボルグへの批判を続ける。「さて一つの明白な事実をききたまえ、ス
ヴェーデンボリは一つの新しい異なるものも書いてはいない、さてもう一つをききたまえ、彼は
すべての古い偽りを書いている」(293)という。その理由は、「彼は丸々宗教的である天使たちと
話し合ったのだ、そして丸々宗教を憎む悪魔たちとは話し合わなかったのだ、というのは彼は彼
の自惚れた考えのために無能であったからだ。」(293)とあり、スウェーデンボルグの自分への過
信・慢心を指摘している。そして、彼の作品を「すべての皮相な見解の要点を繰り返し述べたも
の、及び比較的卓越したものの分析である、しかしそれ以上ではない。」(293)と酷評し、「機械的
な才能のある者なら誰でもパラケルスス又はヤコブ・ベーメの著作から、スヴェーデンボリのも
のと同等の価値を持った千の十倍の書冊を製造できるだろう」(293)と締めくくる。
最後に、『無垢の歌』または『経験の歌』に関わりがあると考えられるものである。
　Plate8
 The pride of the peacock is the glory of God.
 The lust of the goat is the bounty of God.
 The wrath of the lion is the wisdom of God.
 The nakedness of woman is the work of God.
 Excess of sorrow laughs. Excess of joy weeps. (151)
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　Plate9
 Prayers plow not! Praises reap not!
 Joys laugh not! Sorrows weep not!　(152)
 　Plate10
 Sooner murder an infant in its cradle than nurse unacted desires.
 Where man is not, nature is barren.　(152)
下線部をひいたところは、第 2章で分析してきた『無垢の歌』と『経験の歌』に使われていた語
句である。「悲しみの過度なものは笑う。喜びの過度なものは泣く。」(284)というように、対立す
る世界のどちらもバランスがとれていなければならない、と述べられている。
2.3　考察
これまで見てきたように、ブレイクは聖書や宗教家スウェーデンボルグを痛烈に批判している。
しかし、彼は単にアンチキリスト教であったわけではないようである。「彼は読み書きを母親にな
らい、彼女の歌う賛美歌をきいて育った（土屋 1978：17）」のであり、キリスト教に幼いころか
ら大きな影響をうけていて、それはおそらく彼のアイデンティティを形成した重要な要素であっ
たと考えられる。彼は当時の世間が盲目的に信じていたことを新たな側面から切り返し、社会風
刺的に否定することによって世間からの驚きと興味を得ているのではないか。
桑原 (1995)は、ブレイクについて次のように分析している。
ブレイクは神秘主義者というより、霊視者であり、霊的想像力の優れた詩人であり、魂とし
ての人間の存在形態に気づいていた宗教者であった。だから、霊肉二元論を否定し、肉体と
霊魂は別々のものであるという考えを拒絶した。霊と肉は別々のものではない。霊あっての
肉体であり、肉体には霊魂が宿っている。心と肉体は一体である。色心不二がブレイクの辿
りついた真理であった。ブレイクが書いた「悪魔の声」は聖書の謬見を見抜いていた。霊と
肉、善と悪、神と人間、これらは対立する、と考えるのが、聖書である。…ところが、ブレ
イクは悪魔の誘惑を逆手に取り、悪魔の声を借りて、聖書の謬見を正した。霊こそ人間の本
質であり、肉体は五感によって識別される、魂の物質化した姿なのである、とブレイクは考
える。エネルギー意識こそが肉体の構成元素であり、エネルギー自体が永遠の生命そのもの
である。ここでいうエネルギーとは魂の存在様式を意味する。真理を知るブレイクは、悪魔
の論理を逆説的に援用して、天国と地獄の結婚の様相を『天国と地獄の結婚』で描こうとし
た。悪魔の論理と悪魔の巧妙な言説を示し得た大天使の眼差しが、天国・地獄の実像を示し
得た詩霊ブレイクの眼差しに外ならなかった。（桑原 1995: 74）
彼の述べた通り、ブレイクは霊視者で霊的想像力の優れた人物であった。彼は、自分を預言者で
あると信じ、フランス革命によって時代が移り変わっていく中で、神からの言葉を伝えようとし
た。それは個人的な利益のためではなく、深い信仰心が彼をそうさせたのである。
 一方で、スウェーデンボルグの考え方はどうであったのか、高橋 (2008)は次のように解説して
いる。
スウェーデンボルグもまた、「口先の神学」を好まなかった。晩年に親しい友人へ宛てた手紙
で、スウェーデンボルグは、「天界が私に開かれる以前に、私は教義神学の本を読むことを禁
じられていた。なぜなら、そのことで聖書に根拠をもたない意見や人間が勝手に考えた憶説
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が容易に心の中へ入ってしまい、あとになって取り除けなくなるから」と述べている。（高橋 
2008:38-9）
スウェーデンボルグの『天界と地獄』を読んでみると、彼はブレイクと違って理論的に物事を
捉える人物であったことが分かる。これは彼が次のような立場で物事を捉えていたからである。
トロブリッジ（Trobridge 1907)は次のように述べる。訳は柳瀬 (1961)に拠る。
物理学と化学の法則は生命の神秘を明らかにする効果を持つていないため、かれは生物界に
向い、その最高の課題である組織体の中に、解剖学の研究により、またかれがみづから組織
的に述べた或る哲学的教理により助けられて、その生命の本質を発見しようと試みている。
（柳瀬 1961:56）
スウェーデンボルグは、このような神秘的なことですら解剖学を取り入れて理解しようとしたの
である。「物質の構造から人間の身体内の霊魂の位置にさえ亘ついており、その研究は数学、物理
学、工学、天文学、鉱物学、化学、地質学、磁気学及び解剖学を包含していた」(39)のであり、
心で神の言葉を感じるブレイクと、理知的で筋道をたてて考えていくスウェーデンボルグは、相
容れないのである。そこからブレイクのスウェーデンボルグに対する批判が起こったのではない
かと考えられる。
『無垢の歌』と『経験の歌』と『天国と地獄の結婚』は互いにどう関わっているのであろうか。
これまで、「無垢」と「経験」という二つの対立する世界をみてきた。おそらくブレイクにとって
これらの世界はどちらが良くてどちらが悪いというものではないと思われる。無垢の世界がある
から経験の世界が映え、経験の世界があるから無垢の世界が映えるのではないか。極論すれば、
片方の世界が存在しなければ、もう片方の世界は認識され得ないのである。そういう意味で、一
方がもう一方の―それは相反するものであるが―存在を支え、互いに進歩するのであろう。それ
は『天国と地獄の結婚』における「天国」と「地獄」の関係性と同じようなものではないか。
最後に、この詩集の題名にもなっている、天国と地獄が「結婚」するとは、すなわち何を意味
するのであろうか。これは、「天国」と「地獄」という一見対立するものが結婚する、つまり「共
存」するということではないか。この世には「善」と「悪」があるのは当然のことであるが、ブ
レイクは、それは悪いことではなく、同時にありながら世界を形作っているのであると言いたかっ
たのではないか。それはまるで肉体と精神は切り離せないものであるのと同じように、どちらも
独立はしていないのである。これがブレイクにとっての＜結婚＞である。
第 3章　まとめ
3.1　二つの詩集のつながりを考える
これまで、『無垢の歌』と『経験の歌』、そして『天国と地獄の結婚』を 2章にわたってみてき
た。これまでに述べたように、この二つの詩集には関連性があるようである。この章ではこれら
は密接につながっているという仮説のもと、どのような関連性があるのかまとめたい。
1つ目は、宗教的であるという点である。『無垢の歌』に用いられている題材は、「弱いものが、
神の愛に抱かれている」というものであり、一方、『経験の歌』では現実世界が描かれているが、
これまで分析してきたようにどの詩も宗教的であった。『天国と地獄の結婚』では、聖職者やバイ
ブルへの批判がなされている。この点で、これら二つの詩集はいずれも、宗教や神と切り離せな
いものになっており、双方とも宗教的である。
2つ目は、性的であるという点である。先行研究から、ブレイクは性の欲望を『無垢の歌』に、
2015-08-卒論_068-089_中野里香.indd   87 2015/03/07   9:07
88
そしてそれを阻むものを『経験の歌』に、それぞれ関連付けたとしている。これは、「内なる神」
を開放するものと、それを抑圧し拒むものである。一方、『天国と地獄の結婚』では、日本語訳で
見たとおり、＜欲望＞というワードが多用されている。例えば、本文中では「実行されない欲望
を育てるよりはいっそ揺りかごの中のおさなごを殺せ」と書かれており、これもまた自己の内な
る神の開放を拒むものである。
3つ目は、生命感が歌われている点である。これまで見てきたように、子供、小鳥、赤ん坊、
煙突掃除の少年といった弱いもの、小さいものを使って『無垢の歌』では生命にあふれる生き生
きとした世界が、『経験の歌』では悲しみの世界が描かれていた。一方、『天国と地獄の結婚』で
は、「天国」や「地獄」といった死を感じさせるタイトルが使われていたり、先ほど欲望と幼子の
関係で述べたように、例えば「おさなごを殺せ」という文からは生と死が過激かつダイレクトに
扱われている。
最後は、社会風刺をしている点である。『無垢の歌』と『経験の歌』で二つの対立する世界を
描くことで『経験の歌』の世界が際立ち、そこで社会問題が取りあげられて現実の人間世界への
風刺がなされている。一方で、『天国と地獄の結婚』では、断定的な激しい口調で聖職者やバイブ
ル、そしてスウェーデンボルグへの批判を描いており、世の中を痛烈に批判していた。
以上が『無垢の歌』『経験の歌』と『天国と地獄の結婚』の共通点であり、関連していると考
えられる事柄である。
3.2　詩からみるブレイク
最後に、『無垢の歌』『経験の歌』と『天国と地獄の結婚』からみるブレイクの思いについて私
が考えたことを述べたい。これまでみてきたことから、ブレイクは対立する世界が描かれた『無
垢の歌』と『経験の歌』が 1つの ‘Songs of Innocence and of Experience’詩集として共存し、「天
国」と「地獄」が結婚するように、対立するものではあるが、それらは互いに支え、進歩するも
のであって悪ではないと考えたと思われる。彼が描いた批判や風刺は、「世の中をよくしたい」「あ
たりまえに正しいと思われていることを再考する必要がある」と堕落した世の中への警告ではな
いか。その警告を、定型詩形式に『経験の歌』へ、またそれを際立たせるために生命のよろこび
にあふれた『無垢の歌』を描いたのではないか。
さらに、散文形式で断定的な口調の『天国と地獄の結婚』を書くことで、ブレイクの主張が強
調されているように感じられる。短く、厳しい格言は、ブレイクから我々へのメッセージなので
ある。『無垢の歌』『経験の歌』と『天国と地獄の結婚』は単なる二つの詩集なのではなく、どち
らもブレイクにとって意味のある、非常に密接した関係をもつ詩集なのである。
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